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相模原地域における病床の取扱い

令和４年11月1５日
神奈川県健康医療局保健医療部医療課作成
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目次

本資料では、東芝林間病院の開設者からの事業終了の申出を受け、

本県の病床の取扱いに係る対応について説明させていただきます。

〔目次〕

１ 本事案のこれまでの経緯

２ 県要綱における病床の取扱い

３ 意見を伺いたい事項

４ 今後のスケジュール
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１ 本事案のこれまでの経緯

日時 経緯

令和４年８月16日
東芝健康保険組合から相模原市長宛て、医療法人武蔵野総合病院
への事業継承について申出…（別紙１）

同年９月13日
相模原市長から神奈川県知事宛て、病院継続についての要望

…（別紙２）

同年９月26日

東芝健保組合が「東芝林間病院の事業継承に関するお知らせ」
公表…（別紙３）

令和４年度第２回保健医療計画推進会議にて、東芝林間病院
の病床の取扱いに関し、今後の調整の進め方について承認を得た
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２ 県要綱における病床の取扱い

病院等の開設等に関する指導要綱上の整理

原則
・病院が廃止された場合、病床は返上
・当該地域の既存病床数が基準病床数を上回る病床整備は不可

適用
除外

・「病院等の開設者の倒産、死亡、医療法人化、親族への継承等により当該病院等の
開設者が変更される場合であって、病院等の運営が継続しており、かつ当該病院等
の開設場所の変更、病床数の増加が伴わないとき」には、事前協議を要しない。
（＝適用除外）
・ただし、医療機関としての役割や機能を大きく変更する場合は、地域医療構想調整
会議へ事前に説明し、意見を聴く。

○ 本県では、「病院等の開設等に関する指導要綱」において、病床の取扱いについて次の
とおり整理している。

〇 なお、適用除外の要否は、病院が廃止になった場合の地域医療への影響等について地域
医療構想調整会議及び保健医療計画推進会議に意見を聴いた上で、知事が決定している。
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【参考】適用除外の要否に係る協議の流れ（政令市）

県医療審議会
（会長：県医師会長、招集者（会長不在時）：県知事）

＜報告内容＞
・適用除外の要否について、各会議への意見聴取結果を
踏まえた知事の決定を報告

地域医療構想調整会議
（地区保健医療福祉推進会議）
（会長：各郡市医師会長等、 招集者（会長不在時）：保健
医療部長又は保健福祉事務所長）

＜意見聴取内容＞
・適用除外の要否について

県保健医療計画推進会議
（会長：県医師会副会長、招集者（会長不在時）：保健医療
部長）

＜意見聴取内容＞
・適用除外の要否について、地域医療構想調整会議の
意見聴取結果を踏まえ、意見を確認

⑨ 結果報告

⑧ 意見聴取病
院
開
設
者

神
奈
川
県
知
事

⑪ 結果報告

③意見聴取

④結果報告

政
令
市
の
長

①相談 ②要望

⑫ 結果通知⑬ 結果通知

⑩ 適用除外
の要否を決定政令市

医療審議会等

⑤ 諮問⑥ 答申

⑦ 結果報告

本日の検討段階
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３ 今後の協議スケジュール（予定）

時期 内容

令和４年９月26日 令和４年度第２回神奈川県保健医療計画推進会議において対応手順の協議

同年11月15日
（本日）

令和４年度第２回相模原地域地域医療構想調整会議において意見
聴取 〔協議の流れ：③〕

調整中 相模原市医療審議会において、意見聴取〔協議の流れ：⑤〕

令和５年２月
上記意見聴取の結果を取りまとめの上、令和４年度第３回県保健医療計画
推進会議において意見聴取 〔協議の流れ：⑧〕

同年３月
令和４年度第３回神奈川県保健医療計画推進会議の結果を踏まえて、適用
除外の要否について知事が決定 〔協議の流れ：⑩〕

同年３月 令和４年度第２回県医療審議会へ結果を報告 〔協議の流れ：⑪〕

同年３月 結果について、政令市の長、病院開設者へ通知 〔協議の流れ：⑫、⑬〕
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４ 意見を伺いたい事項

〇 適用除外の要否は、病院が廃止になった場合の地域医療への影響等
について地域医療構想調整会議及び保健医療計画推進会議に意見を聴
いた上で、知事が決定している。

〇 そこで、本事案について、適用除外とすることの要否を知事が決定
するに当たり、当該病院が廃止になった場合の地域医療への影響につ
いて、委員の意見を伺いたい。
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説明は以上です。
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【参考】過去の事案における意見聴取結果 1/2

年月 医療機関名 主な意見（医療機関が廃止になった場合の影響について）

平成27年10月 浦賀病院

1. 在宅療養連携体制の中心的な役割、横須賀市を含む広域救急医療体制の一翼を担う。
2. 長きにわたり当該地域で医療提供

→ 廃止された場合は、周辺住民に遠方への通院を強いることになるほか、一部市域に
病院の空白地域が生じることとなる。

平成28年10月
横浜逓信

病院

1. 廃院→病床の再配分の場合
全く別の地域に開設する病院への配分となる可能性があり、横浜逓信病院が神奈川区の
一般病床の約15%を占めていることを考えると、廃院は地域住民へ大きな影響がある。
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【参考】過去の事案における意見聴取結果 2/2

年月 医療機関名 主な意見（医療機関が廃止になった場合の影響について）

平成28年12月
川崎田園
都市病院

1. 閉院となった場合
精神病床111床は再配分がなされず、療養病床194床 → 病床の再配分
→ 別の場所や機能の病床となる可能性があり、地域住民へ大きな影響がある。

2. 市内の療養病床の利用率が90％を超えている
→ 現在入院中の患者を地域医療機関で受け入れることは困難
→ 患者やその家族が多大な不利益が想定

同上
横浜田園
都市病院

1. 閉院となった場合
→ 周辺の療養病床の病床稼働率が90%を超えるような状況
→ 横浜田園都市病院の患者を地域医療機関で受け入れることは困難
→ 患者が転院できず、患者やその家族が多大な不利益を被ることが想定される。

2. 長期療養が必要な患者の受け入れができなくなり、急性期病院からの転院が難しくなる
→ 急性期病院内に急性期での対応が不要な患者が増加
→ 本来急性期病院が担うべき救急入院への対応が難しくなる

令和４年
東海大学
大磯病院

1. 閉院となった場合
→ 他の病院への負担が増加し、地域の救急医療体制への影響が避けられない
（救急搬送における大磯町、二宮町の当該病院の構成比：大磯町 23％、二宮町 34％）

2. 災害時医療提供体制への影響が発生
→ 災害時備蓄医療品の保管や、応急救護所から搬送された傷病者に対する医療処置

など災害時の医療体制について、大きな支障をきたす
3. 住民への影響の発生

→ 医療機関の空白地域が生まれ、隣接市の病院までに通院をしなければならなくなり、
医療を受ける住民に対し大変な支障が生じる。
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【参考】過去及び本事案における協議時点の病床状況

時期 医療機関名 二次医療圏 病床数 基準病床数
既存病床数
（協議時点）

過不足
病床数

平成27年10月 浦賀病院 横須賀・三浦
合計 99床
・一般 60床
・療養 39床

Ｈ
25

：
第
6

次
計
画
時

5,334 5,311 △23

平成28年10月 横浜逓信病院 横浜北部 一般 93床 8,726 8,234 △492

平成28年12月
川崎田園
都市病院

川崎北部
合計 305床
・療養 194床
・精神 111床

4,353 4,170 △183

同上
横浜田園
都市病院

横浜北部 療養 375床 8,726 8,234 △492

令和4年
東海大学
大磯病院

湘南西部 一般 312床
Ｈ
30

：

第
7

次
計
画
時

4,635 4,628 △７

同年 東芝林間病院 相模原 一般 199床 6,545 6,462 △83

過
去
の
事
案

今
回
の

事
案
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【参考】相模原地域における病床の状況

病床機能報告
（Ｒ３．７．１）

2025年の
必要病床数

差

高度急性期 ９０８ （１５％） ８０８ （１１％） １００

急性期 ２，３４１ （３８％） ２，３０５ （３２％） ３６

回復期 ４１１ （７％） １，７１０ （２４％） △１，２９９

慢性期 ２，４７２ （４０％） ２，４１３ （３３％） ５９

休棟中等 ５２ （１％） － （ －％） ５２

合 計 ６，１８４ （１００％） ７，２３６ （１００％） △１，０５２

相模原地域全体

病床機能報告
（Ｒ３．７．１）

高度急性期 － （－％）

急性期 １５９ （８０％）

回復期 ４０ （２０％）

慢性期 － （－％）

休棟中等 － （－％）

合 計 １９９ （１００％）

東芝林間病院



令和 4年 8月 16日

相模原市長 本村 賢太郎 殿
東芝健康保険組合

理事長 高橋

東芝林間病院の事業継承について

東芝健康保険組合 (以下「東芝健保」)が保有する東芝林間病院 (相模原市南区)は、1953年 に

東芝健保加入員の結核療養を目的に設立されました。 しかしながら、その後の結核病院としての

役割の終了、東芝健保加入員の減少と東芝林間病院を利用する加入員の減少、等の理由により、

今後も継続 して東芝健保が保有 し続けることはできないと判断し、令和 5年 4月 末をもって、

東芝健保は東芝林間病院の経営から退くことといたしました。

そのような状況にあっても、東芝林間病院は地域にとって必要な病院であると認識しております

ので、令和 5年 5月 1日付で医療法人武蔵野総合病院に東芝林間病院の経営を継承いただくことを

予定しております。

新病院においても、別紙の通 り、原則として東芝林間病院の現行診療体制は維持される予定であり、

患者さまにはこれまで通 り受診いただけるよう、新経営者との調整を進めてまいります。

しかしながら、本事業継承の間に医療の空白期間が生じてしまうと、地域医療に多大なご迷惑を

お掛けすることになります。医療を切れ目なく提供することは、患者さま、地域にとって極めて

重要なことであると認識しておりますので、本事業継承に当たり地域医療に空白期間が生ずること

の無いよう、特段の取 り扱いをお願いいたします。

本件に対する問い合わせ

(所属)東芝健康保険組合
(氏名)中村 健夫
(電話)042-742-3577(代 表)

以  上

-48:16

資料４ 別紙１

Administrator
テキストボックス
資料１－１
別紙１



(別紙)

現行 事業継承後 (計画)

開設者 東芝健康保険組合 医療法人武蔵野総合病院

未定

[令和 5年 5月 1日開設予定]

所在地 相模原市南区上鶴間 7丁目9-1 相模原市南区上鶴間 7丁 目 9‐ 1

医療機能 急性期

地域包括ケア

回復期

129床

30床

40床

急性期

地域包括ケア

回復期

129床

30床

40床

診療科 内科、腎臓内科、神経内科、消化器内科、

循環器内科、糖尿病・代謝・内分泌内科、

リウマチ科、脳神経外科、精神科、外科、

乳腺外科、整形外科、婦人科、眼科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、麻酔科、

放射線科、リノ`ビリテーション科、

歯科口腔外科

同左

職員数 医師

歯科医師

看護師

准看護師

医療技術職

事務職員

その他 (看護補助、クラーク)

42名

3名

188名
1名

110名
54名

13名

同左

手術室、臨床検査施設、エックス線装置、

調剤所、給食施設、談話室、浴室、

化学・細菌及び病理の検査施設、講義室、

図書室、医薬品情報管理室、CTス キャン、

血管連続撮影装置、MRI、 スプリンクラー、

自家発電装置、滅菌装置 (オートクレーブ等)

同左

その他 救急病院 (告示・輪番 )

名称 東芝林間病院

林間訪問看護ステーション

[令和 5年 4月 30日 事業終了予定]

主な構造

設備

救急病院 (告示・輪番)



4医政課 第 1918号
令和 4年 9月 13日

神奈川県知事 黒岩 祐治 殿

相模原市長 本村 賢太

東芝林間病院の医療法人武蔵野総合病院への事業継承について (要望 )

時下、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。

平素より本市医療行政につきまして、御理解、御協力を賜 り厚くお礼申し上げます。

さて、標記の件について、令和 4年 8月 16日 に東芝健康保険組合から東芝林間病
院 (以下 「同病院」という。)の事業終了及び医療法人武蔵野総合病院への事業継承
が合意された旨、報告を受けたところです。

同病院の単純廃院という最悪の事態は回避できる見込みとなったものの、現在の

入・通院患者や地域住民にとっては、確実に合意が履行され、質の高い地域医療が継

続されることはもちろん、新病院の開院までの間であっても医療が途切れることなく

受けられるよう、患者・地域住民の立場で手続きを着実に進めていただくことが極め

て重要であると認識 しています。

また、同年 9月 2日 の市地域保健医療審議会において、円滑な事業継承ができるよ

う神奈川県へ要望を行 うことについてお諮 りしたところ、出席委員全員の賛同が得ら

れました。

つきましては、貴県におかれては、地域医療体制確保の観点から、同病院の医療法

人武蔵野総合病院への確実な事業継承を支援いただくとともに、新病院開設までの間、

地域医療に空白期間の生ずることのない円滑な事業継承の手続きに努めていただく

よう、特段の御配慮をいただきますよう要望します。

資料４ 別紙２

Administrator
テキストボックス
資料１－１
別紙２



４医政課第２０００号 

令和４年９月１２日 

神奈川県知事  

黒岩 祐治 殿 

相模原市長 本村 賢太郎 

（公 印 省 略） 

相模原医療圏の病床について（報告） 

このことについて、相模原市地域保健医療審議会の意見は別紙のとおり報告 

いたします。 

健康福祉局 保健衛生部 医療政策課 

担当 貴家、新藤 

電話 042-769-9230 



                                 別紙 

相模原市地域保健医療審議会の意見 

 

 

１ 二次保健医療圏名  

相模原 

 

２ 会議名  

相模原市地域保健医療審議会 

 

３ 開催日時等 

 （１）開催日時 令和４年９月２日（金）１９時３０分～２１時 

 （２）開催場所 ウェルネスさがみはら B館３階 集団指導室 

 （３）出席委員 委員 ２０名中 １５名出席（別添１出席者名簿のとおり） 

 

４ 審議会意見 

  「東芝林間病院」の事業終了に伴い、病院が廃止になった場合は原則、病床

を返上することになるが、本市における地域医療への著しい影響が考えられ

ることから、当該病院の１９９床を「医療法人武蔵野総合病院」に継承さ

せ、病院を継続運営することについては、病院等の開設等に関する指導要綱

第７条の取扱いとして、病床協議の適用除外とするべく、相模原市長より神

奈川県知事へ要望することについて事務局よりその必要性や妥当性を説明

し、お諮りしたところ、出席委員全員の賛同が得られた。  



                                  別添１  

相模原市地域保健医療審議会  委員名簿 

令和４年７月１日現在 

選任区分 役    職    名  氏  名 

医療関係者      

        

学識経験の 

ある者 

（一社）相模原市医師会 副会長 原田 工 

（一社）相模原市医師会 副会長 佐藤 聡一郎 

（一社）相模原市医師会 理事 梅澤 慎一 

（公社）相模原市病院協会  会長 土屋 敦 

（公社）相模原市歯科医師会 専務理事 大嶺 秀樹 

（公社）相模原市薬剤師会 副会長 佐藤 克哉 

（公社）神奈川県看護協会 相模原支部長 阿部 德子 

市の公共的 

団体等の代表 

 相模原市自治会連合会 理事 黒子 信雄 

（福）相模原市社会福祉協議会 常務理事 小林 輝明 

 相模原地域連合 事務局長 幸山 隆 

 相模原市健康づくり普及員連絡会 副会長 伊藤 吉美 

 (一社）相模原市獣医師会 木下 淳一 

 (特非)男女共同参画さがみはら 理事 小山 日出野 

 相模原環境衛生協会 会長 鈴木 貴市 

 相模原食品衛生協会 会長 助川 秀一朗 

 相模原市食生活改善推進団体わかな会 会長 湯田 里子 

（特非）神奈川県歯科衛生士会相模原支部 支部長 原口 あゆみ 

市の住民 

（公募） 

公募委員 木津 芳枝 

公募委員 原田 康子 

公募委員 本郷 永子 

 

 

 



2022 年 9月 26 日 

東芝健康保険組合 

 

東芝林間病院の事業継承に関するお知らせ 

 

東芝健康保険組合は、当健保が運営している「東芝林間病院（神奈川県相模原市、院長：清水直史）」

（以下、東芝林間病院）にかかる事業の全部（以下、本件事業）を、「医療法人 武蔵野総合病院    

（埼玉県川越市）、理事長：澤雅之）」（以下、武蔵野総合病院）へ事業継承することとしましたので、

お知らせいたします。 

なお、本件事業の継承につきましては関係自治体等とも協議を行ってまいりますが、当該継承後に

おいても基本的に現状の診療科及び診療体制を維持されることが予定されており、現在診療を受け

ている患者の方々への影響はございません。 

 

１．事業継承の理由 

東芝林間病院は、東芝健康保険組合加入員の結核療養を主な目的として 1953 年に設立され、  

それ以降、「人を大切にする医療を実践して社会に貢献します」という基本理念の下、地域に密着

し、親切に最良の医療を安全に提供することに努めて参りました。 

今般、武蔵野総合病院に本件事業を継承することで、東芝林間病院と同様に地域のニーズに  

沿った医療を充実させ、その役割を維持し、地域医療への一層の貢献が果たせることができると 

判断し、本件事業の継承を行うこととしました。 

 

２．事業継承の対象 

東芝林間病院（林間訪問看護ステーションを含む） 

 

３．事業継承先 

医療法人 武蔵野総合病院 

（医療法人 武蔵野総合病院の概要） 

名称 医療法人 武蔵野総合病院 

所在地 埼玉県川越市大袋新田９７７－９ 

代表者 理事長 澤 雅之 

事業内容 医療事業 

開設年月日 １９６７年９月２９日 

決算期 ３月 

 

４．事業継承完了日 

２０２３年５月１日（予定）※ 

※今後、関係自治体に対する申請手続きを実施してまいります。 

 

以 上 

お問い合わせ先メールアドレス：Knp-rinkan-QA@ml.toshiba.co.jp 

Administrator
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